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先 進 地 視 察 研 修 を 振 り 返 っ て
～ 有 機 農 業 に お け る ６ 次 産 業 化 の 取 り 組 み ～

農業総合センター有機農業推進室

去る１２月６、７日に、有機農業推進室主
催による視察研修会を実施しました。県内各
地から１７名（うち会津地区から１２名）の
参加をいただき、６次産業化の先進事例とし
て埼玉県神川町の有機加工事業者と上里町の
有機農業者を訪れました。
初日（６日）は、明治３５年創業の味噌・

醤油製造を筆頭に農産物加工品の製造・販売
を行う(株)ヤマキを訪れ、本庄工場と本社・
本社工場を視察させていただきました。４代
目となる現社長の案内により加工品の開発状
況、試作品、加工施設・設備・機械の状況と
現在に至るまでの会社と有機農業者による６
次化への取り組みについて説明していただき (株)ヤマキ木谷社長とカット商品開発状況

ました。特に、農業生産法人の立上げ、農家
との契約までの信頼関係づくり、加工品の開
発・製造・販売等における苦労なども話して
いただきました。参加者からは、有機栽培へ
の取り組み方や有機農産物の加工について、
さらには加工品の販売等に至るまで多岐にわ
たる質問が出されました。
翌日（７日）は、(株)ヤマキと共同で設立

した(有)農業生産法人『豆太郎』の代表であ
り、親子２代で５０年余り有機農業を実践し
ている須賀利治氏に話を聞きました。須賀氏
は、他にＪＡ埼玉ひびきの上里一元出荷協議
会露地部会・有機ＪＡＳ部会に所属し、１３
戸で有機野菜を共同出荷（枝豆主体）すると 本社「豆庵」にて

共に、地元ＪＡ直売所にも出荷しているとの
ことでした。そしてＪＡ集荷所・ＪＡ直売所
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のそれぞれに、有機農産物のコーナーがあり、
慣行栽培の農産物と並んで販売していまし
た。
また、須賀氏が親子で長年作り上げてきた

有機栽培ほ場のうち、ブロッコリー収穫初期
のほ場を見せていただきましたが、原発事故
の影響により堆肥の素材集めに苦慮していて
「堆肥を投入することができず、屑大豆を緑
肥として利用しただけで作付した」とお聞き
しました。しかし、生育には問題がなく、須
賀氏も「前年並みの生産」というくらい良い
出来でした。もちろん、これには「土づくり
と以前からの記録の蓄積が大事である」とお
っしゃっていました。須賀氏は今後、規格外 須賀利治氏(左下)とＪＡ集荷所（予冷庫）

品の有効活用を考えているとのことでした。

須賀氏有機ほ場（ブロッコリー） ＪＡ直売所内有機コーナー

≪≪≪≪おおおお知知知知らせらせらせらせ≫≫≫≫
平 成 2 4 年 度 会 津 方 部 有 機 農 業 研 修 会 の 開 催

原発事故以来の土壌等の汚染や風評被害に対抗するための方策を考える研修会を実
施します。会津方部ばかりでなく、地域外からの参加も歓迎いたします。

1.日 時：平成平成平成平成25252525年年年年 2222月月月月 8888日日日日（（（（金金金金））））13131313時時時時から（受付 12:30～）
2.場 所：会津農業共済組合会津農業共済組合会津農業共済組合会津農業共済組合 大会議室（湯川村桜町字森台77）
3.内 容：(1)基調講演

○ 今日のさまざまな汚染下での有機農業の持つ意味と生き方
～消費者グループと連携した宅配による販売での経営確立～

講師：魚住農園代表 魚住 道郎魚住 道郎魚住 道郎魚住 道郎 氏
(2)提言
○ 『福島県オーガニック・コンソーシアム』の設立に向けて

～有機農業を核とした６次産業ネットワークの構築｢優良事例に学ぶ」～

講師：福島県ｵｰｶﾞﾆｯｸｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 南埜 幸信南埜 幸信南埜 幸信南埜 幸信 氏
(3)その他
○ 有機関連資材及び６次化商品等の展示
○ 有機農業実践者アンケート調査結果の報告
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会 津 の 有 機 農 産 物 を お も い っ き り Ｐ Ｒ ！
会津農林事務所農業振興普及部

さる１１月１７日（土）、静岡県内において
３２店舗を展開する「しずてつストア」のし
ずてつ掛川店（静岡県掛川市）で、「お客様感
謝祭」が催され、有機農産物の取引産地とし
て本県から、「あいづ有機農法生産組合（横山
幸喜組合長）」から会員５名が参加し、イベン
トを盛りたてました。
会場では、参加する生産組織ごとにテント

が張られ、ブースには有機農業に関するパネ
ルとのぼりを設置し、組織会員が「がんばろ
う。ふくしま！」の文字が入った法被を着て、
自慢の有機農産物の販売ＰＲを行いました。
当日は、感謝祭を心待ちにしていたお客様 しずてつストア代表を囲んで

が次々と押し寄せておおにぎわいとなりまし
た。
以前から、「しずてつストア」と取引のある

「あいづ有機農法生産組合」は、しずてつス
トアのＰＢ（プライベート・ブランド）商品
の有機米や有機野菜の契約ほ場にも指定され
ています。イベントでは、臼と杵で、有機栽
培もち米による餅つきを、会員の手による実
演で行いました。つきたてのお餅は、並んで
いたお客様に、あんこ餅やきな粉餅として振
る舞われ、大好評でした。餅つきを間近で見
ていたお客さまやしずてつストアの望月代表
取締役も途中から加わり、一緒に餅つきを行 餅つき実演は大人気

い楽しい時間が共有できました。
また、有機米と炊飯器を持ち込み、炊きた

てのご飯を一口サイズにラップに包んで、お
客様に配布しました。試食された方からは、
美味しいとの声が数多く聞かれ、放射能に関
する質問はほとんど聞かれませんでした。
さらに、ダイコン、キャベツ、カブ、ネギ、

ホウレンソウなど旬の有機野菜を持参し、直
売を行いました。
栽培に携わった農家が直接、お客様に栽培

方法や食べ方、そして福島の現状と取り組み
さらには安全性を伝えたことで、納得して有
機野菜を買っていただきました。 しずてつストア掛川店内の

このようなイベント活動は、今年で４回目を 有機農産物コーナー

迎え、回を重ねるごとにお客様への信頼、交流
が深まっているようです。
横山組合長は、「福島の有機栽培米の風評被害は未だに消えていないが、これからもお

客様との交流を大切に、美味しい安全・安心なお米を届けたい。」と話してくれました。
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本県産有機農産物の新たな販路開拓を目指して
～ オーガニックふくしま安達と二本松有機農業研究会が検討会に参加 ～

農業総合センター有機農業推進室

平成２４年１１月１０日（土）、福島市笹
木野萱場の「あべき邸」において、福島県
産品販路開拓検討会が開催され、安達地方
の有機農業者組織であるオーガニックふく
しま安達及び二本松有機農業研究会が参加
しました。
この検討会では、農産物だけでなく、そ

の加工食品、加えて農産物を原料とした衣
類をはじめとした加工品の開発を行ってい
る農業者とそれに関連する業者、福島の農
産物を応援するＮＰＯ法人等が参加し、各
々の取組み状況や開発商品のＰＲ等を行い
ました。 オーガニックふくしま安達によるＰＲ

この中でオーガニックふくしま安達から
は、関代表幹事が、昨年震災以降の有機農業
の取組や本年からオーガニックコットンの作
付けを始めたことや、自身が取組み始めた「地
ビール」等の加工品のＰＲ、二本松有機農業
研究会の大内会長からは、収穫されたオーガ
ニックコットンのほか、同じく自身が製造し
ているニンジンジュース等のＰＲを行いまし
た。
検討会の中では、オーガニックコットンを

加工した靴下や人形等も提供され、消費者・
農業者・加工業者が連携した新たな商品開発
と販路の開拓が図られそうです。 二本松有機農業研究会

大内会長によるＰＲ

産業労使『秋祭り』(東京)で有機農産物を販売
～ オーガニックふくしま安達と会津自然塾が参加 ～

農業総合センター有機農業推進室 会津農林事務所農業振興普及部

１１月１３日（火）の夜１８時から、東京都千代田区のホテル｢グランドパレス」２階
で行われた、産業労使『秋祭り』会場内の福島県物産展の中で、有機農産物の販売を行い
ました。
参加したのは、二本松市の「オーガニックふくしま安達」と会津美里町の「会津自然塾」

の２つの団体でした。安達は地ビールやうどんなどの加工品と米を中心に販売し、自然塾
は多種類の野菜やみしらず柿と自家製味噌を販売しました。
オーガニックふくしま安達の関さんと会津自然塾の鹿野さんは、環境保全農業課の菅野

主査と共に、福島県農業の現状や有機農産物についてスピーチし、会場に来ていたお客さ
んたちに訴えました。また、関さんと鹿野さんは、販売の合間に『阿波踊り』などのアト
ラクションにも積極的に参加していました。
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販売したスタッフ ３名でスピーチ

有機実証ほの紹介 ≪≪≪≪会 津会 津会 津会 津≫≫≫≫ 会津農林事務所農業振興普及部

＜＜＜＜オーダーメイドオーダーメイドオーダーメイドオーダーメイド実証実証実証実証ほほほほ 喜多方市塩川町 山内 一裕喜多方市塩川町 山内 一裕喜多方市塩川町 山内 一裕喜多方市塩川町 山内 一裕さんさんさんさん＞＞＞＞

有機資材導入有機資材導入有機資材導入有機資材導入によるによるによるによる品質向上品質向上品質向上品質向上をををを目指目指目指目指してしてしてして！！！！
山内さんは、ブロッコリーで有機栽培の技

術確立による安定生産を目指して、実証ほに
取り組みました。
実証ほの作付面積は１０aで、品種は、「緑

嶺」を使用し、元肥として有機肥料の「有機
アグレット６６６」を導入、畝の雑草対策と
してマルチ栽培を行いました。
播種日は７月５日、定植は８月６日で、実

証ほには小トンネルに防虫ネットを被覆した
区と、有機資材（商品名：ウインドスター８
８９粒剤）を投入した区を設けて、病害虫対
策や品質向上を目的に調査を行いました。 収穫期を迎えたほ場（手前が山内氏）

本年は、定植後の高温乾燥で活着が遅れ、
さらにコオロギによる食害が多発し、補植し
たため生育が不揃いとなり、そのため収穫期
間が２か月間となりました。なお、マルチ栽
培を行ったことで、栽培期間中の除草（手取
り）は１回で済みました。さらにほ場の周囲
には、障壁作物としてソルゴーを設置しまし
たが、露地栽培では、コナガ、アオムシ、ヨ
トウムシが多くみられ、害虫対策に苦慮しま
した。そこで、微生物殺虫剤のエスマルクＤ
Ｆを使用し、害虫の発生密度を抑える事が出
来ました。なお、防虫ネットを被覆した区の
害虫による食害は見られませんでした。 品 質 調 査

１１月に行った品質調査では、有機資材投入区の品質の玉締まりが良く、規格も揃いが
良いものが多く収穫出来ました。この結果に山内さんも大きな手応えを感じています。
今回、実証ほにクマが出没し、同一ほ場内で作付けしていた収穫間近のトウモロコシが

被害に遭いました。防虫ネットにも大きな足跡が確認され、今後は鳥獣害対策として電気
柵の設置を検討しています。
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≪≪≪≪コラムコラムコラムコラム≫≫≫≫ これからの福島県のオーガニックをどう拡げるか
オーガニック・コーディネーター 南埜 幸信南埜 幸信南埜 幸信南埜 幸信

一昨年の３月11日の原発事故による農産
物への放射性物質の残留問題を契機に、福
島県のオーガニックについては、ゼロから
の再出発ではなく、歴史的なマイナスから
の再スタートという、予想だにしなかった
事態になってしまっている。農業自体の継
続すら危ぶまれたなかで、安心・安全を期
待する消費者に支えられてきたオーガニッ
クについては、一層の逆風に晒されている。
この経過で残念ながら他の新天地を求め
て、福島を諦めた生産者もいる。逆に、新
規就農でありながらも、福島を愛し福島で
のオーガニックに踏ん張り続けている生産
者もいる。しかし、福島で農業を続ける生
産者は、「福島離れ」という風評被害を受
け続けている。これが収まるどころか、福
島を避けても消費が成り立つという落ち着
き感からか、一層蔓延しているとも思える
状況がある。一旦離れた消費者がいまだに
ほとんど帰ってきてくれないのである。流
通・販売企業も、福島産については腰が引
けていて、ただでさえ売り上げが低迷して
いるので、それを下げたくない一心から、
相変わらず扱ってみようとする前に、避け

ようという判断になってしまって固まって
いる状態であるように思える。出荷前の事
前検査で、「放射性セシウム検出せず」で
あったという結果を提示しても、検出限界
以下の数値が問題というような、非科学的
な議論になる。まさしく風評被害のなにも
のでもない。
この状態が続くなかで、私たち福島のオ

ーガニックチームはどのように未来を拓い
ていけばよいのだろうか？どうすればマー
ケットが理解を示し、本来の価格評価で取
り扱いを始めてくれるのだろうか？この議
論を福島県内だけではなく、消費地の特に
首都圏の関係者と、世の中に見える形でど
んどん進めていく必要を感じている。放射
性物質が作物に移行しないように、生産者
がどのような血のにじむ努力を重ねてきた
のか。その結果、一部の基準値超えの特殊
事例の原因究明も含めて、全体としてどの
ような傾向にあり、その残留レベルはどの
ような時系列変化をしているのか？これ
を、公にしてオープンで透明な議論にして
いくべきと考える。福島県内だけの関係者
の議論では首都圏の消費者からは何も見え
てこない。オープンな国民的議論と告知が
必要なのである。残念ながらこれを今のメ
ディアに求めることは困難といわざるをえ
ない。現在の日本のメディアは、一部のス
クープ的な特異情報を競って取り上げよう
としかしないように思える。視聴率を意識
した偏ったスクープ報道に偏重していると
いわざるを得ない。
じっと耐えていれば、やがて春が来ると

いうような姿勢では、この風評被害は克服
できないと思う。春は自分の手で引き寄せ
なければならないのだ。

≪≪≪≪おおおお知知知知らせらせらせらせ≫≫≫≫

○ 有機農業についての疑問や技術についてのご質問は、有機農業推進室までご連絡下さい。

携帯電話、パソコンからアクセスして下さい。

メールアドレス：yuuki_otasuke_soudan@pref.fukushima.lg.jp 電話：024-958-1711


